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Abstract: A Workshop “Data management and synthesis of the results obtained
during multi-ship/time-series study in 2001/2002 austral summer” was held on 4th
December 2002 at the National Institute of Polar Research (NIPR), Tokyo, with 26
participants.  The multi-ship/time-series study of the Antarctic Ocean was achieved
by RSV Aurora Australis, RV Hakuho Maru, RV Tangaroa chartered by the 43rd
Japanese Antarctic Research Expedition (JARE-43) and icebreaker Shirase of JARE-
43.  The current status of data was reported.  Data management and synthesis of
scientific results obtained during the cruises were discussed.
要旨: ワークショップ「2001/2002 年南極海複船時系列観測データ管理及び成
果取りまとめ」を，国立極地研究所講義室において 2002 年 12 月 4 日に開催し
た．参加者は 26 名であった．2001/2002 年南極海複船時系列観測は,「オーロラ・






所講義室において 2002 年 12 月 4 日に開催した．参加者は 26 名であった (表 1)．
2001/2002 年シーズンには，オーストラリア南極観測隊「オーロラ・オーストラリス号」
(2001 年 11 月~12 月)，東京大学海洋研究所「白鳳丸」(2002 年 1 月)，第 43 次日本南極地
域観測隊 (以下，JARE-43)「専用観測船 (タンガロア号)」(2002 年 2–3 月)，JARE-43「しら
せ」(2002 年 3 月中旬) による時系列観測が，タスマニア南方の南極海で実施された．この計
画の立案経過については既に報告した (小達・福地, 2000; 福地・小達, 2001; 小達ら, 2001; 小
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を目的とした．オーストラリア側研究者との，同様の議論は 2002 年 2 月 5 日にホバートに
おいて行っており (牛尾ら, 2002)，そちらも参照されたい．




Table 1. Participant list of this workshop.
2. 概　　　要
平成 13 年度から始まった南極地域観測第 VI 期 5 か年計画 (南極地域観測統合推進本部,
2000) の主要研究課題として，氷縁域に起こる物理・化学・生物海洋学的現象の総合的研究
を中心テーマとした「南極海総合研究計画 (JARE next STAGE，STudies on the Antarctic
ocean and Global Environment)」が立案された．これは，生物生産が活発となる夏季の観測
を,「しらせ」以外の「専用観測船」によって行うものである．また，研究体制でも，生
物・医学系，気水圏系，地学系による既存研究グループの枠組みを横断した体制で立案され




び有機物の鉛直輸送過程を明らかにすることを目標とした (福地・小達, 2001)．2001/2002 年
シーズンには，JARE-43「専用観測船 (タンガロア号)」の観測海域である東経 140 度，南緯
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表 2 「専用観測船」による南極海海洋研究計画の進捗状況 (2002 年 10 月から 2002 年 12 月まで)
Table 2. Progress on science project, STAGE (Studies on the Antarctic Ocean and Global



















































































































表 4 JARE-43「タンガロア号」航海で採集・観測された試資料の現状 (2002 年 12 月 4 日現在)
Table 4. Present status of samples and data collected during JARE-43, RV Tangaroa cruise







「オーロラ・オーストラリス号」の観測概要については，既に Voyage Report (Marchant,
2002) が配布されている.「白鳳丸」の観測概要については，2003 年 1 月には Preliminary
Report が出版される予定である.「専用観測船 (タンガロア号)」では，航海終了時に第 43 次
日本南極地域観測隊「専用観測船 (タンガロア号)」研究航海報告－暫定版－ (JARE-43 専用
観測船乗船研究者，2002) を作成した．また，2002 年 6 月 19–20 日の研究小集会にて，観
測内容の報告を行った (小達・福地, 2002b).「しらせ」の観測報告は，日本南極地域観測隊











2002 年 10 月，日本海洋学会秋季大会シンポジウム「2001/2002 年南極海複船時系列観測
－南極海の生物生産過程と地球温暖化ガス生成過程の研究－」(コンビーナ :ー 福地・寺崎)
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